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谷
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本
書
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
政
治
外
交
史
研
究
や
日
本
政
治
思
想
史
研
究
に

お
い
て
学
会
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
た
三
谷
太
｝
郎
氏
が
、
旧
版
『
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
論
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
）
刊
行
後
に
公
表
し
た
同
テ

ー
マ
に
関
す
る
七
篇
を
新
た
に
収
録
す
る
と
と
も
に
、
旧
版
に
収
録
さ
れ
て

い
た
二
篇
を
削
除
し
、
新
版
と
し
て
公
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
収
録
さ
れ
た

諸
篇
に
は
、
必
要
最
小
限
の
補
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
論
旨
に
関
わ
る

内
容
上
の
変
更
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
著
者
が
自
己
の
論
文
内
容

に
、
勝
代
を
越
え
て
責
任
を
持
つ
姿
勢
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
た
め
、
旧
版
収
録
の
四
篇
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
補
注
」
と
い
う

形
で
著
者
の
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
読
ん
で
、
三
谷
氏
が
丸

山
真
男
氏
ら
東
大
法
学
部
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
日
本
近
代
政
治
思
想
史
の
研

究
者
と
し
て
、
国
際
級
の
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
の
感
を
改
め
て
強
く
し

た
。
ま
ず
、
本
営
の
構
成
と
旧
版
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。
な
お
、
○
印

は
長
し
く
加
え
ら
れ
た
篇
で
、
括
弧
の
中
は
、
各
論
の
初
出
の
年
で
あ
る
。

○○

　一二四三
　oooo
十九八七六五

〇
十
一

　
薪
版
で
は
、

し
、
吉
野
作
造
を
中
心
に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
直
接
関
係
す
る
前
掲
の

七
篇
（
一
一
四
頁
分
、
新
版
の
総
頁
の
約
三
分
の
一
）
を
加
え
た
結
果
、
吉

野
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
大
正
デ
エ
、
ク
ラ
シ
ー
は
、
権
力
へ
の
国
民
参
加
を

正
当
化
す
る
民
主
主
義
と
、
権
力
か
ら
の
自
由
を
強
調
す
る
自
由
主
義
の
二

つ
の
要
素
を
結
合
さ
せ
、
戦
後
民
主
主
義
に
つ
ら
な
る
政
治
的
伝
統
を
形
成

し
た
と
い
う
、
三
谷
氏
の
主
張
（
三
三
〇
頁
）
が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
旧
版
で
は
、
新
版
の
第
｝
章
に
も
収
録
さ
れ
た
総
論
的
論
文
に
続

い
て
、
第
二
章
と
し
て
大
正
社
会
主
義
者
を
扱
っ
た
論
文
が
入
っ
て
い
た
が
、

新
版
で
は
そ
れ
が
書
評
論
文
の
前
の
第
十
章
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
こ

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
意
味
（
一
九
七
四
年
）

大
学
の
独
立
と
文
芸
の
独
立
i
『
三
四
郎
』
の
時
代
1
（
一
九
九

四
年
）

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ア
メ
リ
カ
（
一
九
七
三
年
）

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
…
」
期
の
権
力
と
知
識
人
一
『
我
等
』
の

同
時
代
権
力
像
1
（
一
九
八
七
年
）

思
想
家
と
し
て
の
吉
野
作
造
（
一
九
七
三
年
）

大
正
後
半
期
の
政
治
と
吉
野
作
造
の
「
政
論
」
（
　
九
八
八
年
）

吉
野
作
造
の
平
和
論
（
一
九
九
三
年
）

民
本
主
義
者
と
し
て
の
大
山
郁
夫
（
一
九
八
七
年
）

時
代
と
長
谷
川
如
是
閑
（
一
九
九
〇
年
）

大
正
期
社
会
主
義
者
の
「
政
治
」
観
一
「
政
治
の
否
定
」
か
ら

「胤

ﾈ
治
的
対
抗
へ
」
一
（
一
・
乃
六
八
年
）

社
会
変
革
と
し
て
の
普
通
選
挙
－
書
評
松
尾
尊
兜
著
『
普
通

選
挙
制
度
成
立
史
の
研
究
』
一
（
一
九
九
一
年
）

　
旧
版
に
収
録
さ
れ
た
｝
九
三
〇
年
代
に
関
す
る
二
篇
を
削
除
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評書

と
に
よ
り
、
三
谷
氏
が
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
い
て
、
社
会
主
義
老
を

傍
流
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
、
一
層
明
確
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

第
五
章
の
吉
野
を
取
り
扱
っ
た
論
文
の
補
注
に
お
い
て
、
一
二
谷
肉
が
「
本
論

文
を
書
い
た
二
一
年
前
の
時
点
よ
り
も
、
吉
野
の
民
本
主
義
に
つ
い
て
は
、
．

そ
の
歴
史
的
意
義
を
高
く
評
価
し
て
い
る
」
（
一
九
一
頁
）
と
論
じ
、
第
十

章
の
社
会
主
義
者
を
扱
っ
た
論
文
の
補
注
で
、
日
本
の
無
産
政
党
が
吉
野
の

よ
う
に
政
党
間
競
争
を
前
提
と
し
た
「
自
由
主
義
的
政
党
観
」
を
有
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
的
に
述
べ
て
い
る
こ
と
（
三
智
ハ
～
三
一
七
頁
）
か

ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
こ
の
問
の
ソ
運
な
ど
東
欧
社
会
主
義
政
権
の
崩

壊
と
い
う
世
界
情
勢
の
変
化
が
、
三
谷
氏
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
本
書
を
通
読
し
て
印
象
に
残
っ
た
テ
ー
マ
ご
と
に
、
内
容
を
紹
介

し
、
そ
の
後
に
意
見
を
述
べ
た
い
。

二

　
本
書
を
読
ん
で
、
最
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

有
力
な
オ
ピ
ニ
オ
ソ
リ
…
ダ
ー
で
あ
っ
た
吉
野
作
造
を
生
き
生
き
と
論
じ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
旧
版
以
来
の
第
五
章
は
本
書
中
の
白
眉

で
あ
り
、
新
版
に
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
第
四
章
で
の
吉
野
へ
の
欝
及
や

六
章
・
七
章
の
吉
野
論
が
、
第
五
章
を
補
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
第
五
章

を
中
心
に
、
三
谷
氏
の
吉
野
論
を
整
理
す
る
。

　
仙
台
の
こ
高
在
学
中
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
二
野
は
、
東
京
帝
大
法

科
（
政
治
学
科
）
に
入
学
し
、
本
郷
教
会
牧
師
海
老
名
弾
正
と
出
会
い
、
海

老
名
の
歴
史
主
義
の
強
い
影
響
を
受
け
、
神
が
歴
史
を
支
配
し
、
歴
史
に
意

味
を
与
え
る
と
い
う
考
え
を
形
成
し
、
大
学
を
通
し
て
真
理
の
伝
道
を
し
ょ

う
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
吉
野
は
キ
リ
ス
ト
教
の
理
想
の
政
治
的
表
現
と
し

て
、
人
格
主
義
や
性
善
説
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
、
三
つ
の
要
素
か
ら
な

る
民
本
主
義
の
理
論
を
創
出
し
た
（
第
五
章
）
。

　
そ
れ
は
第
一
に
、
民
本
主
義
と
は
政
策
決
定
の
方
法
で
あ
り
、
主
権
や
政

治
の
目
的
を
直
接
に
問
題
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大

日
本
帝
国
憲
法
の
存
在
や
寺
内
正
毅
内
閣
の
「
善
政
主
義
」
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
結
果
主
義
的
政
治
へ
の
対
抗
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
民
本
主

義
は
政
策
決
定
の
方
法
に
関
し
、
政
党
政
治
と
二
大
政
党
制
の
確
立
を
主
張

し
た
（
第
五
章
）
。

　
第
二
に
、
吉
野
は
原
敬
や
政
友
会
に
代
表
さ
れ
る
利
益
政
治
を
批
判
し
、

無
産
政
党
を
も
含
め
た
政
党
政
治
の
監
督
老
お
よ
び
批
判
者
と
し
て
の
開
明

的
な
民
衆
の
育
成
を
重
視
し
た
。
吉
野
は
、
民
衆
が
政
党
の
地
盤
と
し
て
固

定
し
政
党
政
治
が
批
判
者
を
失
っ
て
堕
落
す
る
こ
と
を
危
倶
し
、
既
成
・
無

産
政
党
を
問
わ
ず
政
党
が
民
衆
を
党
の
末
端
に
組
み
込
む
こ
と
や
労
働
組
合

の
政
党
化
に
も
強
く
反
対
し
た
（
第
六
章
）
。

　
第
三
に
、
吉
野
は
民
本
主
義
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
対

応
さ
せ
、
民
本
主
義
が
世
界
の
大
勢
に
な
っ
た
と
と
ら
え
、
中
国
や
朝
鮮
の

反
日
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
共
鳴
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
に
対
し

て
は
革
命
運
動
や
五
・
四
運
動
お
よ
び
孫
文
へ
の
支
持
、
朝
鮮
に
関
し
て
は
、

三
・
一
独
立
運
動
へ
の
理
解
と
な
っ
て
現
れ
た
（
第
五
章
）
。
ま
た
、
三
・

一
、
五
・
四
爾
運
動
の
お
き
た
一
九
　
九
年
は
、
吉
野
が
日
本
の
｝
八
四
八

年
と
し
て
、
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
革
命
に
対
比
さ
せ
て
注
目
し
た
よ
う
に
、

中
国
・
朝
鮮
両
政
策
に
お
い
て
日
本
国
民
の
態
度
が
罠
本
主
義
的
に
変
化
し

た
隠
で
も
あ
る
（
第
四
章
）
。

　
さ
ら
に
吉
野
は
、
一
九
〇
六
年
五
月
に
創
立
さ
れ
た
大
二
本
平
和
協
会
の
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会
員
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
平
和
論
に
も
関
心
を
も
ち
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
勝

利
な
き
平
和
」
を
支
持
、
国
際
連
盟
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
支
え

る
世
界
平
和
の
精
神
的
基
礎
の
確
立
を
重
視
し
た
（
第
七
章
）
。

　
こ
の
他
、
日
本
に
お
け
る
民
本
主
義
の
必
然
性
お
よ
び
正
当
性
を
歴
史
に

よ
っ
て
論
証
す
る
意
図
で
、
明
治
文
化
研
究
に
従
事
し
、
大
き
な
成
果
を
あ

げ
た
（
第
五
章
）
。

　
三
谷
氏
は
、
吉
野
の
民
本
主
義
論
を
延
長
し
た
形
で
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
歴
史
的
意
義
を
、
「
男
子
普
通
選
挙
制
の
成
立
に
の
み
求
め
ら
れ
る
べ

き
で
は
な
く
、
男
子
普
通
選
挙
制
が
無
産
政
党
を
含
め
た
比
較
的
広
い
基
盤

を
も
つ
複
数
政
党
制
と
結
び
つ
い
た
こ
と
、
そ
の
意
味
に
お
け
る
リ
ベ
ラ

ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
立
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
づ
け

る
（
「
新
版
あ
と
が
き
」
）
。

　
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
吉
野
が
利
益
政
治
と
批
判
し
た
原
敬
ら
に
よ

る
政
治
で
あ
る
。
三
谷
氏
は
別
著
に
お
い
て
は
、
原
敬
ら
の
政
治
を
「
政
党

政
治
の
『
原
器
』
過
程
紀
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
状
況
化
」
と
評
価
し
た

（
三
谷
太
一
郎
『
日
本
政
党
政
治
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七

年
、
「
は
し
が
き
」
）
。
そ
の
評
価
と
、
本
書
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
・
吉

野
論
と
の
関
係
が
わ
か
り
に
く
い
。
本
書
の
中
で
近
年
の
発
表
に
な
る
第
四

章
（
一
九
八
七
年
）
で
は
、
原
内
閣
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
の
自
由
化
は
、

普
選
運
動
の
急
激
な
展
開
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
は
あ
く
ま
で
政

治
的
利
益
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
森
戸
事
件
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
自
由
化
の
限
界
が
あ
る
こ
と
等
の
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
原
内
閣
の
政
治

を
利
益
政
治
と
規
定
す
る
な
ら
、
　
「
九
〇
〇
年
の
政
友
会
の
成
立
以
来
、
原

一
政
友
会
の
理
念
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
な
い
以
上
、
原
ら
に
よ
る
政
党

政
治
の
形
成
過
程
は
「
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
状
況
化
」
と
い
う
よ
り
、

利
益
政
治
の
形
成
過
程
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
三
谷
氏
の
政
治
観
が
、

原
敬
を
中
心
と
し
た
も
の
（
一
九
六
七
年
）
か
ら
、
吉
野
の
著
作
に
本
格
的

に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
吉
野
を
中
心
と
し
た
も
の
（
一
九
七
三
年
）
に
変

わ
り
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
定
着
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

三

　
三
谷
氏
は
、
吉
野
と
同
様
に
政
治
や
社
会
改
革
を
め
ざ
し
た
知
識
人
と
し

て
、
長
谷
川
如
是
閑
や
大
山
郁
夫
等
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
氏

は
、
長
谷
川
や
大
山
は
現
代
に
つ
な
が
る
問
題
で
あ
り
な
が
ら
も
吉
野
が
論

じ
残
し
て
い
る
問
題
を
論
じ
て
い
な
が
ら
、
政
治
改
革
の
根
幹
に
関
わ
り
、

か
っ
永
続
す
る
問
題
を
扱
っ
て
い
る
点
で
は
、
二
人
は
吉
野
に
は
及
ば
な
い

と
し
て
、
二
人
に
は
吉
野
の
民
本
主
義
の
質
の
高
さ
を
際
立
た
せ
る
役
割
を

与
え
て
い
る
。

　
長
谷
川
は
、
原
内
閣
・
政
友
会
の
政
治
を
「
半
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
と
ら

え
た
よ
う
に
　
（
第
四
章
）
、
吉
野
と
同
様
に
第
一
次
大
戦
後
の
既
成
政
治
勢

力
へ
の
批
判
の
目
を
も
っ
て
い
た
が
、
評
論
活
動
の
中
心
は
、
政
治
の
大
枠

の
改
革
の
提
言
と
い
う
よ
り
、
「
社
会
改
造
」
で
あ
り
、
生
活
者
本
位
の
社

会
お
よ
び
道
徳
の
建
設
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
、
イ
ン
タ
…
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
（
経
済
生
活
本
位
の

国
際
…
協
力
）
な
傾
向
の
強
ま
り
を
み
、
産
業
組
織
を
国
民
生
活
に
適
合
し
た

も
の
に
改
造
す
る
こ
と
や
、
労
働
組
合
の
結
成
、
労
働
者
も
参
加
す
る
争
議

裁
定
機
関
の
設
置
、
労
働
者
の
経
営
参
加
（
と
く
に
公
共
性
の
強
い
企
業
に

お
け
る
）
を
論
じ
た
。

　
大
碍
も
浅
野
と
同
様
に
民
本
主
義
者
で
あ
り
、
知
識
人
の
政
治
的
使
命
を

重
視
し
た
。
し
か
し
、
国
家
か
ら
の
自
由
よ
り
も
国
家
へ
の
自
由
の
優
先
を
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認
め
、
参
政
権
を
重
視
し
た
こ
と
（
吉
野
は
両
方
を
重
視
）
、
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
主
体
と
し
て
「
組
織
せ
ら
れ
た
る
人
民
」
を
組
織
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
重
視
し
た
こ
と
、
大
山
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
民
族
主
義
と
不
可
分
で
、

民
族
国
家
内
の
民
族
の
支
配
・
被
支
配
関
係
を
重
視
せ
ず
、
国
家
の
内
部
的

同
質
性
が
前
提
と
さ
れ
た
こ
と
、
第
一
次
大
戦
後
に
包
括
政
党
と
し
て
の
既

成
政
党
へ
の
不
信
か
ら
、
そ
れ
が
解
体
し
、
特
殊
利
益
を
主
張
す
る
集
団
が

政
党
を
つ
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
こ
と
（
実
業
同
志
会
な
ど
）
等
（
第
四
章

・
五
章
）
で
、
吉
野
と
異
な
っ
て
い
る
と
し
た
。

　
こ
の
他
、
習
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
三
谷
氏
は
、
明
治
社
会
主
義
の
伝
統

を
直
接
に
継
承
し
た
日
露
戦
後
の
世
代
の
大
正
社
会
主
義
老
、
山
川
均
・
荒

畑
寒
村
・
大
杉
栄
・
高
畠
素
之
ら
の
分
析
も
行
い
、
大
正
祉
会
主
義
は
ロ
シ

ア
革
命
観
の
違
い
で
、
考
え
方
を
大
ぎ
く
動
揺
さ
せ
互
い
に
対
立
し
な
が
ら
、

大
杉
ら
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
、
高
畠
ら
の
国
家
社
会
主
義
、
山
川
ら
の
マ
ル
キ

シ
ズ
ム
の
三
つ
の
方
向
に
分
化
す
る
こ
と
等
を
論
じ
た
　
（
第
十
章
）
。
し
か

し
、
本
章
で
分
析
さ
れ
た
大
正
社
会
主
義
者
も
ま
た
、
吉
野
の
政
治
思
想
の

到
達
度
の
高
さ
を
示
す
引
き
立
て
役
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
　
一

九
六
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
論
文
で
強
調
さ
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響

が
、
一
九
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
総
論
に
あ
た
る
論

文
（
第
一
章
）
で
、
全
く
重
視
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。

四

　
本
書
（
薪
版
）
を
読
ん
で
、
旧
版
同
様
に
改
め
て
強
く
印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
影
響
の
大
き
さ

を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
は
、
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
が
強
調
さ

れ
て
い
た
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
の
指
摘
は
、
三
谷
氏
の
独
壇
場
で

あ
る
。
三
谷
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
す
る
影
響
に
関

し
、
主
に
次
の
四
点
を
論
じ
て
い
る
。
第
㎝
に
、
第
一
次
大
戦
中
の
ア
メ
リ

カ
の
台
頭
に
と
も
な
い
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
は
日
本
に
大
き
な
政
治
的
衝
撃

を
与
え
た
。
第
二
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
を
普
遍
主
義
的
に
と
ら
え
、
順
応

し
た
の
は
、
美
濃
部
達
吉
・
新
渡
戸
稲
造
・
吉
野
作
造
ら
の
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
…
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
っ
た
。
美
濃
部
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
対
比
し
、

日
本
に
お
け
る
立
法
権
の
優
位
と
議
院
内
閣
制
と
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
、

吉
野
は
ア
メ
リ
カ
を
民
本
主
義
の
最
良
の
手
本
と
と
ら
え
た
。
第
三
に
、
ウ

ィ
ル
ソ
ン
主
義
を
否
定
・
拒
否
し
た
者
に
、
森
鴎
外
・
福
田
徳
三
・
内
村
鑑

三
ら
が
い
た
。
福
田
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
を
有
産
者
の
た
め
の
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
と
と
ら
え
、
多
数
の
無
産
者
の
た
め
の
薪
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
必
要
を

説
き
、
内
村
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
を
人
類
の
進
歩
を
楽
観
視
す
る
進
化
論
的

な
歴
史
観
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
行
き
詰
ま
り
を
論
じ
た
。
第

四
に
、
ア
メ
リ
カ
で
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
平
和
条
約
の
批
准
が
上
院
で
拒
否
さ
れ
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
時
代
が
終
わ
り
、
日
本
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
者
た
ち
の
思
想

的
影
響
力
が
下
降
し
は
じ
め
る
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
衰
え
ず
、
体
制

化
し
て
い
く
（
第
三
章
）
。

五

　
三
谷
氏
の
重
視
す
る
比
較
の
手
法
も
、
論
じ
る
問
題
の
普
遍
性
や
特
色
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
に
効
果
的
で
、
興
味
深
い
。

　
㎜
つ
は
、
政
党
概
念
の
定
着
が
、
明
治
維
新
後
の
B
本
に
お
い
て
も
、
独

立
革
命
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
（
五
～
七
頁
）

や
、
森
羅
外
と
ド
イ
ツ
の
ト
ー
マ
ス
ー
ー
マ
ン
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
し
て
否

定
的
な
態
度
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
（
七
四
頁
V
な
ど
、
欧
米
と
の
比
較
で
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あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
吉
野
が
β
露
戦
争
を
「
専
制
」
に
対
す
る
、
自
由
」

の
戦
い
と
と
ら
え
た
こ
と
と
、
福
沢
諭
吉
が
日
清
戦
争
を
「
文
明
」
に
対
す

る
「
野
蛮
」
の
戦
い
と
と
ら
え
た
こ
と
に
類
似
性
を
み
た
り
（
一
四
四
頁
）
、

同
じ
く
中
国
革
命
を
支
持
し
た
吉
野
と
北
一
輝
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
の
と

ら
え
方
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
（
一
五
八
～
一
五
九
頁
）
等
、
日
本
国
内
の

知
識
人
相
互
の
比
較
で
あ
る
。

　
ま
た
新
版
に
は
、
第
二
章
に
日
露
戦
争
を
通
し
て
の
「
学
権
」
の
「
政

権
」
か
ら
の
「
独
立
」
（
当
時
の
い
わ
ゆ
る
「
大
学
の
独
立
」
）
お
よ
び
日
露

戦
争
後
、
漱
石
ら
に
よ
っ
て
自
覚
的
に
追
求
さ
れ
た
「
文
芸
」
の
価
値
的
独

立
（
と
く
に
「
政
権
」
か
ら
の
）
を
扱
っ
た
、
近
年
発
表
さ
れ
た
佳
篇
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
版
・
新
版
と
も
に
冒
頭
に
収
録

さ
れ
た
論
文
の
中
で
、
三
谷
氏
が
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
般
的
概
念
と
し

て
の
「
国
家
的
価
値
に
対
す
る
非
国
家
的
価
値
の
自
立
化
の
傾
向
」
と
い
う
、

そ
の
後
日
本
近
代
史
研
究
者
の
間
に
謄
炎
し
た
表
現
が
、
初
め
て
具
体
的
イ

メ
ー
ジ
を
も
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
印
象
を
う
け
た
。

　
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
谷
氏
の
い
う
「
国
家
的
価
値
」
・
「
雰

国
家
的
価
値
」
と
い
う
用
語
は
、
十
分
に
定
義
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、

私
に
は
理
解
し
に
く
い
点
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
北
村
透
谷
や
近
年
研

究
さ
れ
た
第
一
高
等
学
校
生
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
（
菅
井
出
展
「
明
治
後
期

に
お
け
る
第
一
高
等
学
校
学
生
の
思
潮
」
坂
野
潤
治
他
編
『
日
本
近
現
代
史

2
　
資
本
主
義
と
「
自
由
主
義
」
』
岩
波
書
店
、
　
一
九
九
三
年
）
、
「
非
国
家

的
価
値
の
自
立
化
」
と
い
う
傾
向
は
、
日
露
開
戦
前
に
お
い
て
も
生
じ
は
じ

め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
日
露
戦
争
後
か
ら
第
一
次
大
戦
後
に
か

け
て
の
傾
向
は
、
そ
れ
が
一
部
の
知
識
人
か
ら
庶
民
へ
、
都
市
か
ら
機
村
へ

と
量
的
に
拡
大
し
て
い
く
過
程
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
第
二
章
以
下
の
論

文
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
三
谷
氏
の
関
心
は
日
露
戦
後
の
頂
点
的
な
知
識

人
の
思
想
の
変
化
に
あ
り
、
日
露
戦
前
と
の
関
連
や
日
露
戦
後
の
量
的
拡
大

の
問
題
は
十
分
に
追
求
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
三
谷
氏
は
、
「
非
国
家
的
価
値
の
自
立
化
傾
向
」
が
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
期
に
ど
の
程
度
定
着
し
た
の
か
と
い
う
点
も
、
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
。

三
谷
氏
は
、
第
一
章
の
補
注
で
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
及
び
そ
の
発
展
と

し
て
の
三
旬
主
義
）
と
不
可
分
で
あ
っ
た
明
治
期
の
自
由
主
義
が
、
と
く
に

日
露
戦
後
『
大
学
の
独
立
』
や
『
文
芸
の
独
立
』
と
い
う
形
を
と
っ
て
そ
れ

自
身
の
根
拠
を
得
て
、
分
離
独
立
し
て
い
く
時
代
」
（
四
二
頁
）
と
、
日
露

戦
後
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
三
・
一
運
動
や
五
・
四
運
動
に
共
鳴

し
た
告
野
の
朝
鮮
論
・
中
国
論
が
、
日
本
国
内
で
ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
に
、
普
選
論
な
ど
国
内
の
政
治
の
民
主
化
要
求
は
別
に
し
て
、

「
国
家
的
価
値
」
は
第
二
次
大
戦
後
の
高
度
成
長
期
を
迎
え
る
ま
で
、
日
本

国
昆
の
間
に
根
強
く
残
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
私
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

期
を
、
三
谷
氏
の
い
う
「
国
家
的
価
値
」
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
追
求
の
し

か
た
を
、
普
選
の
導
入
等
に
み
ら
れ
る
国
民
の
政
治
参
加
の
あ
り
方
や
、
列

強
と
の
関
係
や
植
民
地
支
配
の
あ
り
官
等
の
薗
で
、
再
検
討
し
ょ
う
と
す
る

傾
向
が
主
流
と
な
っ
た
時
代
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

　
総
論
に
あ
た
る
第
一
章
の
論
文
で
改
め
て
洗
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
三
谷
氏

が
、
C
ゆ
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
日
露
戦
後
に
始
ま
り
、
一
九
二
〇
年
代
中
期

ま
で
続
く
政
治
・
社
会
状
況
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
、
②
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
運
動
が
志
向
し
た
目
標
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
優
先
順
位
の
高
か

っ
た
も
の
は
普
通
選
挙
制
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
、
㈲
昭
和
期
に
台
頭

し
た
い
わ
ゆ
る
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
外

延
に
発
生
し
た
も
の
と
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ω
・
②
は
、
松
尾
尊
免
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氏
が
普
選
運
動
な
ど
の
社
会
運
動
の
研
究
を
遣
し
て
論
じ
て
き
た
枠
組
み
と

同
様
で
あ
り
、
③
は
、
伊
藤
隆
・
古
屋
哲
夫
氏
等
が
論
じ
て
き
た
テ
ー
マ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
通
説
と
し
て
定
着
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
第
一
章
の
論
文
で
他
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
ω
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、

一
九
二
二
年
頃
か
ら
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
期
か
ら
無
産
政
党
運
動
期
へ

移
行
す
る
こ
と
、
②
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
期
の
改
造
運
動
が
、
｝
方
で

一
九
二
二
年
頃
か
ら
は
じ
ま
る
既
成
政
党
改
造
運
動
、
他
方
で
同
時
期
か
ら

の
無
産
政
党
運
動
、
一
九
二
四
・
五
年
頃
か
ら
起
こ
っ
て
き
た
中
道
政
党
運

動
と
分
化
し
て
い
く
こ
と
、
等
の
段
階
的
指
摘
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
を
…

つ
の
画
期
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
は
、
異
論
は
な
い
。
吉
野
作
造
や
大
山

郁
夫
・
山
川
均
な
ど
の
知
識
人
が
、
運
動
の
課
題
も
黒
め
て
｝
九
二
〇
年
代

前
半
を
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
こ
と
は
、
第
二
章
以
下
の
三
谷
氏
の
論

文
で
も
論
証
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
｝
九
二
〇
年
代
前
半
の
実
態
が
そ
の

よ
う
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
別
に
論
証
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　
私
は
三
谷
幾
と
は
異
な
り
、
こ
の
時
期
の
特
色
を
、
ω
一
九
二
〇
年
の
総

選
挙
以
前
に
お
い
て
都
市
部
申
心
で
あ
っ
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
は
、

一
九
二
〇
年
代
中
期
に
か
け
て
（
と
り
わ
け
一
九
二
二
年
以
降
）
農
村
部
に

も
拡
大
し
て
い
く
こ
と
、
②
第
二
次
護
憲
運
動
か
ら
普
選
法
成
立
ま
で
は
、

各
地
に
発
生
し
た
、
既
成
の
政
治
団
体
か
ら
の
自
立
性
が
あ
る
、
青
年
を
中

心
と
し
た
団
体
（
い
わ
ゆ
る
青
年
党
）
が
政
治
改
造
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
と
み
て
い
る
（
拙
著
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
政
党
政
治
』
山
川
出
版

社
、
」
九
八
七
年
）
。
し
た
が
っ
て
、
全
国
的
単
一
無
産
政
党
を
志
向
す
る

運
動
が
支
配
的
に
な
っ
た
の
は
、
普
選
法
が
成
立
し
、
農
民
労
働
党
（
一
九

二
五
年
＝
一
月
｝
日
結
成
、
即
日
禁
止
）
や
労
働
農
民
党
（
一
九
二
六
年
三

月
五
重
結
成
、
同
年
＝
一
月
一
二
臼
再
組
織
）
が
結
成
さ
れ
る
頃
か
ら
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
α
ま
た
、
大
正
デ
モ
ク
テ
シ
ー
運
動
は
、
多
く
が
既
成
政

党
改
造
運
動
に
吸
収
さ
れ
、
残
り
の
大
半
が
無
産
政
党
運
動
に
流
れ
、
中
道

政
党
運
動
は
知
識
人
に
よ
っ
て
論
壇
を
濯
わ
せ
た
程
に
は
、
政
治
勢
力
と
し

て
意
味
を
も
つ
に
至
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。

　
ま
た
第
｝
章
の
論
文
で
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
へ
の
外
国
か
ら
の
刺

激
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
や
そ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
が
正
面
か
ら
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
に
も
、
違
和

感
を
覚
え
る
。
三
谷
氏
が
現
代
の
日
本
政
治
の
課
題
を
考
え
る
素
材
と
し
て
、

吉
野
作
造
の
思
想
や
そ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
ア
メ
リ
カ
や
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主

義
者
を
重
視
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
お
い

て
、
ロ
シ
ア
革
命
や
社
会
主
義
が
少
な
か
ら
ぬ
知
識
人
や
青
年
た
ち
を
地
上

の
楽
園
の
実
現
と
し
て
魅
惑
し
た
こ
と
も
、
事
実
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
（
地
方
の
青
年
に
関
し
て
は
、
前
掲
、
拙
著
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
と
政
党
政
治
』
）
。

　
そ
の
他
第
一
章
に
つ
い
て
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
と
は
直
接
関
わ
ら
ず
、

主
要
な
論
点
で
は
な
い
も
の
の
、
日
露
戦
争
を
は
さ
ん
だ
政
治
構
造
の
変
化

に
関
し
、
研
究
者
に
よ
く
引
用
さ
れ
る
枠
組
み
に
つ
い
て
、
若
干
気
に
な
っ

て
い
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
日
露
戦
争
を
契
機
と
し
て
元
老
集
園
に
よ

る
明
治
国
家
の
＝
熟
慮
指
導
体
制
（
い
わ
ゆ
る
明
治
寡
頭
政
）
が
分
化
し
、

明
治
国
家
の
指
奪
体
制
を
担
う
集
団
の
多
光
化
が
進
行
し
は
じ
め
た
」
と
い

う
理
解
（
八
～
九
頁
）
で
あ
る
。
第
｝
次
桂
太
郎
内
閣
の
成
立
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
日
露
戦
前
か
ら
弱
ま
り
始
め
て
い
た
元
老
の
勢
力
が
、
5
露
戦
後

に
｛
層
衰
退
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
初
期
議
会
期
の
第
一
次
松
方
正

義
内
閣
以
降
、
政
党
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
、
元
老
（
ま
た
は
元
勲
）
中
で

も
伊
藤
博
文
・
井
上
馨
と
山
県
有
朋
ら
と
の
間
の
亀
裂
が
深
ま
っ
て
き
て
い
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る
。
ま
た
日
清
戦
争
後
か
ら
形
成
さ
れ
始
め
た
山
県
系
官
僚
閥
は
、
一
九
〇

〇
年
以
降
、
陸
軍
を
含
め
た
官
僚
や
貴
族
院
な
ど
宮
僚
系
勢
力
の
横
断
的
な

支
配
を
強
め
て
い
く
一
方
で
、
艮
清
戦
後
に
は
各
省
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

も
強
ま
り
、
山
県
系
官
僚
を
中
心
に
固
め
た
第
一
次
桂
内
閣
で
す
ら
、
行
政

整
理
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
。
山
県
系
官
僚
閥
は
、
政
党
の
進
出
に
対
し

て
官
僚
制
を
守
る
と
い
う
点
で
の
結
合
力
は
強
い
が
、
行
政
整
理
や
三
図
配

分
を
め
ぐ
っ
て
は
十
分
な
連
携
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

日
露
戦
争
を
は
さ
ん
で
、
元
老
集
団
に
よ
る
明
治
国
家
の
＝
心
的
指
導
体
制

か
ら
指
導
体
制
の
多
元
化
が
進
行
す
る
と
の
枠
組
み
は
、
当
時
の
政
治
構
造

の
変
化
を
か
な
り
オ
ー
バ
ー
に
と
ら
え
た
も
の
と
い
え
る
。

占ノ、

　
最
後
に
、
本
書
を
読
ん
で
も
氷
解
し
な
か
っ
た
、
旧
版
以
来
の
疑
間
点
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。
そ
れ
は
、
鷹
野
作
造
に
代
表
さ
れ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
高
い
到
達
水
準
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
は
崩
壊
し
た
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
。
三
谷
馬
は
、
松
尾

氏
の
著
書
へ
の
書
評
で
あ
る
第
幸
一
章
に
お
い
て
、
松
尾
氏
の
考
え
を
土
台

と
し
、
「
裏
書
に
お
い
て
成
立
し
た
普
選
が
『
民
主
化
』
を
十
分
に
促
進
し

な
か
っ
た
の
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
と
い
う
点
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
治
安
維
持
法
が
無
産
政
党
の
成
長
を
含
め
て
、

政
治
の
自
由
化
に
限
界
を
課
し
、
複
数
政
党
制
の
成
熱
を
阻
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
」
（
三
二
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
私
も
治
安
維
持
法
に
代
表
さ
れ
る
政
策
を
許
し
た
土
壌
が
、
吉
野
や
三
谷

氏
の
主
張
す
る
、
民
主
化
と
政
治
の
自
由
化
の
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
体
制
の
も

と
で
の
複
数
政
党
制
に
よ
る
不
断
の
合
法
的
闘
争
を
阻
害
し
、
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
を
崩
壊
さ
せ
た
と
の
理
解
に
つ
い
て
は
同
意
で
き
る
。
し
か
し
私
は
、

吉
野
の
政
論
の
中
に
、
治
安
維
持
法
に
代
表
さ
れ
る
政
策
を
促
進
す
る
勢
力

に
対
抗
し
え
な
い
甘
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
、
「
い
か
な
る
揚
合

に
も
権
力
よ
り
も
真
理
を
優
先
さ
せ
」
る
吉
野
の
政
治
姿
勢
と
連
動
し
た
、

キ
リ
ス
ト
教
の
性
善
説
に
立
ち
、
開
明
的
な
民
衆
の
育
成
が
可
能
で
あ
る
と

信
じ
る
吉
野
の
姿
勢
で
あ
る
。
吉
野
が
死
去
し
た
一
九
三
三
年
前
後
か
ら
起

こ
っ
た
こ
と
や
、
第
二
次
大
戦
後
に
展
開
し
た
様
々
な
事
件
は
、
崇
高
な
理

念
の
み
で
国
家
の
実
態
を
判
断
で
き
な
い
こ
と
や
、
民
衆
の
み
な
ら
ず
エ
リ

ー
ト
も
含
め
た
人
間
の
多
く
は
必
ず
し
も
理
憔
的
に
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、

時
に
目
前
の
利
益
に
影
響
さ
れ
た
り
扇
動
さ
れ
た
り
し
ゃ
す
い
面
を
も
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
私
は
、
人
間
の
善
意
と
進
歩
を
前
提
に
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
が
、
ヒ
ト

ラ
ー
と
ナ
チ
ズ
ム
の
前
に
簡
単
に
崩
壊
し
、
ア
メ
リ
カ
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義

が
支
持
を
失
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
吉
野
の
政
論
は
理
想
の
｝
つ
の
到
達
点

で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
現
実
的
適
応
と
い
う
面
に
な
る
と
、
一
九
二
〇
年
前

後
の
理
想
主
義
と
い
う
歴
史
的
制
約
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
点
で
、
吉
野
が
全
面
的
に
は
傾
倒
し
な
か
っ
た
福
沢
諭
吉

（　

ｵ
〇
頁
）
や
、
吉
野
が
利
益
政
治
と
し
て
批
判
し
た
政
友
会
を
率
い
る

原
敬
（
一
九
七
頁
）
ら
の
中
に
、
人
間
に
は
利
益
要
求
が
強
い
こ
と
を
前
提

と
し
、
理
念
と
現
実
と
の
問
で
葛
藤
す
る
誠
実
な
実
務
家
や
思
想
家
と
し
て
、

現
代
に
も
通
じ
る
生
き
方
や
考
え
方
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
吉
野
作
造
ら
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
知
識
人
論
を

中
軸
に
す
え
た
本
書
が
、
三
谷
氏
の
知
識
人
と
し
て
の
強
い
自
覚
を
背
景
と

し
、
二
〇
年
に
お
よ
ぶ
持
続
し
た
実
証
的
研
究
ゆ
え
に
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
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一
研
究
の
古
典
の
一
つ
と
し
て
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
は
、
疑
い
な
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
吉
野
作
造
を
中
心
と
し
て
知
識
人
論
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

現
代
政
治
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
現
在
、
三
谷
・
松
尾
両
氏
ら
が
編
者
と
な
っ
た
『
吉
野
作
造
選
集
』
（
岩

波
書
店
）
の
刊
行
が
進
み
、
吉
野
の
日
記
も
初
め
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
史
料
や
観
点
を
加
え
て
、
三
谷
氏
ら
に
よ

っ
て
吉
野
作
造
論
や
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

（
A
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